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第２回団体交渉報告◆一時金は維持できるのか?! 
 

春
闘
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す
る
学
園
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針
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確
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時
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５月 16 日（月）の１８時 30 分より、201６年度第 2 回団体交渉が板橋校舎 2 

号館 201 会議室で行われました。学園側は石田事務局長、古川学務局長、大熊総務 

部長、佐藤人事課長、磯部一高事務局長、梅沢事務局次長が出席し、組合側は沼口委

員長、山本副委員長、池田書記長、小池書記次長、兵頭執行委員、山中執行委員、大

杉が参加しました。 
 

まず春闘要求に関する要求については、一時金を除けば、概して前向きな回答が得

られました。育児・介護休暇に対する改善、アルバイト職員の方の賃金に関しても今

年中には対応したいとのことです。さらに高校のクラブ指導手当についても一高の組

合と協議し、実態をつかみながら改正に向けた検討をしたいとの返事を得ることがで

きました。3 号館の修繕に関してもここ数年の間に対応する予定であること、高校の

校舎についても優先順位をつけながら前向きに修繕していきたいという話になりまし

た。この他には事務職員の 65 歳定年についてもそろそろ前向きに検討しないといけ

ないのではないかという事務局長からのお話しがありました。 
 

しかし一時金に関しては、組合と学園側では考え方が違っておりました。学園側は

中長期財政計画や大東ヴィジョン 2023 の実施を考えると、毎年 3 億円ほどの蓄積 

が必要であること、そのためには人件費削減が必要という考えを持っています。その

手始めとして一時金を数年かけて削減し、現在の 1.3 か月から段階的に数年程度かけ

て 0.7～0.8 か月程度にしたいと考えているとのことでした。そして定期昇給上限年

齢制限を５～10 年かけて段階的に引き下げること、役職手当の削減を目指している 

ようです。 
 

これに対して、沼口委員長は金融資産だけで６００億円強あり、ため込むだけで良

いのか、授業料は学生に判るような形で還元すべきではないか、何に使うのかが明確

でない以上は、この要求は応じられないということを申し入れました。また兵頭執行

委員は人権費削減をするにしても、比較的低所得の若年者と高所得の高齢者に対して

差をつけることなく、一律に数％減らすのは如何なものか、若年者の労働意欲をそぐ

ものであるといった意見が出されました。いずれにせよ、組合は今後学園の財務分析

を勉強しながら、一時金削減の動きに対抗していく所存です。 
 

次回団交は５月３０日（月）１８時 30 分より同じ場所で行いますので、是非組合

員の方、ご参加のほどを！                 （文責：大杉由香） 
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豊かな発想で楽しく魅力的な学園を！ 

 

桐１１０３号 （2016 年５月２４日発行） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

組合事務室開室日のお知らせ        

５月後半～6 月前半の組合事務室開室日は 

会議等により下記の通りになります。 

何かとご不便をおかけ致しますが、どうぞよろしくお願い致します。 

開室日： 5 月２４日（火）・２５日（水）３０日（月）・３１日（火） 

                       ★27 日（金）は臨時閉室いたします。 

6 月 1 日（水）・３日（金）６日（月）・７日（火）・ 

8 日（水）・10 日（金）・１３日（月）・15 日（水）

開室時間： 9：30～17：30 （昼休み 11：30～12：30） 

 

 

～世界水準の奨学金制度へ‼給付奨学金の新設を！～ 
重すぎる学費負担は私大助成の少なさが原因！ 

 

私立大学生の学費負担の大幅軽減と 

私大助成の増額をもとめる国会請願署名 
キャンパス署名にご協力をお願いします！ 
署名の集約にみなさまのお力をお貸しください。 

 

＜開催日時・場所＞ 
 

板橋キャンパス 

５月３０日(月)、6月１日（水） 

12：30～13：10 

交流の杜 
 

東松山キャンパス  

５月３０日（月）～6月４日（土） 

12：30～13：10 

バス停付近キャンパスプラザ前 他 
 

1 筆でも大歓迎です！ 
 

 

私大助成国会請願キャンパス署名のお知らせ 
 

本紙は大学組合ｗｅｂサイト 

ｈｔｔｐ：
//www.boreas.dti.ne.jp/ 

daito-un/ にも 

掲載しています。 

本紙へのご投稿、ご意見、ご質問は 

daito-un@boreas.dti.ne.jp  
に 

お寄せください。 

 

 

誰もがひとしく 

大学で学ぶ機会が 

保障されるために 

 

入学費用の「借入額」は

183 万円で過去最高！       

９割以上の家庭が 

入学費用の負担を 

「重い」と感じている！ 

奨学金を「希望する」は 

６割超！ 

うち実際の申請者も 

６割超！ 

授業料の直接助成制度化

の「必要あり」は 

約９割！ 

受験から入学までの費用は 

214 万円！ 
（自宅外通学者） 

入学の年にかかる費用は 

295 万円！ 
（自宅外通学者） 

年収の３分の１を占め 

家計の大きな負担に！ 

毎月の仕送り額は 

８万 6700 円で 

過去最低額を更新！  

 家賃を除いた 

１日あたりの生活費は 

わずか 850 円！ 

 

東京私大教連 

中央執行委員会調べ 


